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■策定した BCP のポイント

・初動対応や平時の準備事項について BCP に整備。

・店舗業務の経験者の意見も交えながら、実効性のある BCP を策定。

Q.会社の概要を教えてください。

当社は千葉県松戸市でレンタカー事業を営んでいる企業です。

Q.策定した BCP の概要を教えてください。

地震リスクを対象とした BCP を策定しました。

主に、安否確認などの発災直後の対応（初動対応）を取りまとめています。また、平時に

準備すべき物品（食料等の備蓄品）の確保についても、BCP に定めています。

Q.BCP 策定過程で苦労したことは何ですか？

苦労したこととしては、自分自身が店舗での業務経験がなかったため、どのような内容の

BCP とすれば、店舗等の現場の社員の役に立つ内容となるのか想像しづらかったことが挙げ

られます。

店舗での業務経験がなかったことについては、同じ部署の店舗業務の経験者に話を聞き

ながら対応することで、適宜、補いました。

Q.現状、計画に基づき具体的に行っていることは何ですか？

備蓄品の棚卸や買い替えは行っています。

なお、訓練については、店舗業務の繁忙が続いており、中々実施に至っていません。

Q.日常業務で BCP を策定した効果はありますか？

まだ、BCP の策定を行ったばかりで、目に見えた効果を感じることはありません。

まずは、各社員の緊急連絡先の確認などを通じて、会社として BCP に取り組んでいること

を周知するところから進めていきたいと考えています。



Q.BCP を今後会社の企業経営にどう生かしたいですか？

BCP 策定の実務の担当者としての見解ですが、BCP を策定することで地震等の災害へ強い

会社となり、必要な時にレンタカーを貸し出せないといった、お客様に迷惑をかけることの

ない会社になっていけたらと思います。








